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   亀 山 市 景 観 条 例  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 良 好 な 景 観 の 形 成 に 必 要 な 事 項 及 び 景 観 法

（ 平 成 １ ６ 年 法 律 第 １ １ ０ 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関

し 必 要 な 事 項 を 定 め る と と も に 、 市 、 市 民 及 び 事 業 者 の 責 務 を 明

ら か に す る こ と に よ り 、 本 市 の 豊 か な 自 然 や 歴 史 文 化 が 息 づ く 美

し く 魅 力 あ る 景 観 を 保 全 し 、 か つ 、 創 出 し 、 愛 着 と 誇 り を も っ て

暮 ら せ る ま ち づ く り に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 法 及 び 景 観 法 施 行 令 （ 平

成 １ ６ 年 政 令 第 ３ ９ ８ 号 ） の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

（ 市 の 責 務 ）  

第 ３ 条  市 は 、 良 好 な 景 観 の 形 成 を 図 る た め の 施 策 を 総 合 的 に 策 定

し 、 か つ 、 実 施 し な け れ ば な ら な い 。  

２  市 は 、 公 共 施 設 の 整 備 を 行 う と き は 、 良 好 な 景 観 の 形 成 に 先 導

的 役 割 を 果 た す よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

３  市 は 、 市 民 及 び 事 業 者 の 良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 す る 意 識 を 啓 発

す る と と も に 、 良 好 な 景 観 の 形 成 に 資 す る 行 為 及 び 活 動 に 対 し 、

そ の 支 援 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 市 民 の 責 務 ）  

第 ４ 条  市 民 は 、 自 ら が 良 好 な 景 観 の 形 成 の 主 体 で あ る こ と を 認 識

し 、 自 主 的 か つ 積 極 的 に 良 好 な 景 観 の 形 成 に 努 め な け れ ば な ら な

い 。  



２  市 民 は 、 市 が 行 う 良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 す る 施 策 に 協 力 し な け

れ ば な ら な い 。  

（ 事 業 者 の 責 務 ）  

第 ５ 条  事 業 者 は 、 自 ら の 施 設 及 び 事 業 活 動 が 良 好 な 景 観 の 形 成 に

影 響 を 与 え る も の で あ る こ と を 認 識 す る と と も に 、 専 門 的 知 識 、

経 験 等 を 活 用 し 、 自 主 的 か つ 積 極 的 に 良 好 な 景 観 の 形 成 に 努 め な

け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 市 が 行 う 良 好 な 景 観 の 形 成 に 関 す る 施 策 に 協 力 し な

け れ ば な ら な い 。  

（ 景 観 計 画 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、 市 内 の 良 好 な 景 観 の 形 成 を 推 進 す る た め 、 法 第 ２

条 に 規 定 す る 基 本 理 念 に の っ と り 景 観 計 画 を 定 め る も の と す る 。  

２  前 項 の 景 観 計 画 に お い て は 、 法 第 ８ 条 第 ２ 項 各 号 に 規 定 す る 事

項 の ほ か 、 市 、 市 民 及 び 事 業 者 の 役 割 、 市 が 推 進 す る 良 好 な 景 観

の 形 成 に 関 す る 施 策 そ の 他 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 策 定 の 手 続 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、 景 観 計 画 を 定 め よ う と す る と き は 、 亀 山 市 景 観 審

議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 こ れ を 変 更 （ 規 則 で 定 め る

軽 微 な 変 更 を 除 く 。 ） し よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。  

（ 計 画 提 案 を 踏 ま え た 景 観 計 画 の 策 定 等 を し な い 場 合 の 手 続 ）  

第 ８ 条  市 長 は 、 法 第 １ ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 通 知 を し よ う と す

る と き は 、 あ ら か じ め 、 亀 山 市 景 観 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば

な ら な い 。  

（ 届 出 を 要 す る 行 為 等 ）  

第 ９ 条  法 第 １ ６ 条 第 １ 項 第 ４ 号 の 条 例 で 定 め る 届 出 （ 同 条 第 ５ 項

の 規 定 に よ る 通 知 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） を 要 す る

行 為 は 、 次 に 掲 げ る 行 為 と す る 。  

（ １ ） 土 地 の 開 墾 、 土 石 の 採 取 、 鉱 物 の 掘 採 そ の 他 の 土 地 の 形 質 の

変 更  



（ ２ ） 屋 外 に お け る 土 石 、 廃 棄 物 （ 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る

法 律 （ 昭 和 ４ ５ 年 法 律 第 １ ３ ７ 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 廃

棄 物 を い う 。 第 ３ 項 第 ２ 号 に お い て 同 じ 。 ） 、 再 生 資 源 （ 資 源

の 有 効 な 利 用 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 ４ ８ 号 ） 第

２ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 再 生 資 源 を い う 。 第 ３ 項 第 ２ 号 に お い て

同 じ 。 ） そ の 他 の 物 件 の た い 積  

２  前 項 の 規 定 に よ る 届 出 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 行 う も の

と す る 。  

３  法 第 １ ６ 条 第 ７ 項 第 １ １ 号 の 条 例 で 定 め る 届 出 を 要 し な い 行 為

は 、 次 に 掲 げ る 行 為 と す る 。  

（ １ ） 仮 設 の 建 築 物 の 新 築 、 増 築 、 改 築 若 し く は 移 転 、 外 観 を 変 更

す る こ と と な る 修 繕 若 し く は 模 様 替 又 は 色 彩 の 変 更  

（ ２ ） 屋 外 に お け る 土 石 、 廃 棄 物 、 再 生 資 源 そ の 他 の 物 件 の た い 積

で そ の 期 間 が ９ ０ 日 を 超 え て 継 続 し な い も の  

（ ３ ） 法 令 （ 条 例 を 含 む 。 ） の 規 定 に 基 づ き 、 許 可 若 し く は 認 可 を

受 け 、 若 し く は 届 け 出 て 行 う 行 為 又 は 国 若 し く は 地 方 公 共 団

体 が 行 う 行 為 の う ち 、 良 好 な 景 観 の 形 成 の た め の 措 置 が 講 じ

ら れ て い る も の と し て 規 則 で 定 め る も の  

（ ４ ） 法 第 １ ６ 条 第 １ 項 各 号 の 規 定 に よ る 届 出 を 要 す る 行 為 （ 同 項

第 ２ 号 に 掲 げ る 行 為 に あ っ て は 、 規 則 で 定 め る 工 作 物 に 係 る

行 為 に 限 る 。 ） で 、 規 則 で 定 め る 規 模 以 下 の も の  

（ ５ ） 規 則 で 定 め る 工 作 物 に 係 る 行 為  

（ ６ ） 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 則 で 定 め る 行 為  

（ 勧 告 の 手 続 等 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は 、 法 第 １ ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を し よ う と

す る と き は 、 あ ら か じ め 、 亀 山 市 景 観 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ

ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、 法 第 １ ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 者 が そ の

勧 告 に 従 わ な い と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 公

表 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 市 長 は 、 あ ら か じ め 、



当 該 勧 告 を 受 け た 者 に 対 し 、 意 見 を 述 べ る 機 会 を 与 え る と と も に 、

亀 山 市 景 観 審 議 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  

（ 事 前 相 談 等 ）  

第 １ １ 条  景 観 計 画 区 域 内 に お い て 法 第 １ ６ 条 に 規 定 す る 行 為

を 行 お う と す る 者 は 、 届 出 の 前 に 当 該 行 為 が 景 観 計 画 に 定 め

る 行 為 の 制 限 に 適 合 す る か 否 か に つ い て 、 あ ら か じ め 、 市 長

に 相 談 し な け れ ば な ら な い 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 相 談 が あ っ た 場 合 に お い て 、 当 該 相 談 に 係

る 行 為 が 景 観 計 画 に 定 め る 行 為 の 制 限 に 適 合 し な い と 認 め る

と き は 、 当 該 相 談 を し た 者 に 対 し 、 必 要 な 措 置 を 講 じ る よ う

助 言 し 、 又 は 指 導 す る も の と す る 。  

（ 特 定 届 出 対 象 行 為 ）  

第 １ ２ 条  法 第 １ ７ 条 第 １ 項 の 条 例 で 定 め る 特 定 届 出 対 象 行 為 は 、

次 に 掲 げ る 行 為 と す る 。  

（ １ ） 建 築 物 の 新 築 、 増 築 、 改 築 若 し く は 移 転 、 外 観 を 変 更 す る こ

と と な る 修 繕 若 し く は 模 様 替 又 は 色 彩 の 変 更  

（ ２ ） 工 作 物 の 新 設 、 増 築 、 改 築 若 し く は 移 転 、 外 観 を 変 更 す る こ

と と な る 修 繕 若 し く は 模 様 替 又 は 色 彩 の 変 更  

（ 変 更 命 令 等 の 手 続 ）  

第 １ ３ 条  市 長 は 、 法 第 １ ７ 条 第 １ 項 又 は 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 必 要

な 措 置 を 命 じ よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 亀 山 市 景 観 審 議 会

の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。  

（ 行 為 の 着 手 制 限 の 期 間 の 短 縮 ）  

第 １ ４ 条  市 長 は 、 法 第 １ ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 同 条 第 １ 項 に 規

定 す る 期 間 を 短 縮 す る と き は 、 法 第 １ ６ 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規

定 に よ る 届 出 を し た 者 に 対 し 、 そ の 旨 を 通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 亀 山 市 景 観 審 議 会 ）  

第 １ ５ 条  こ の 条 例 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 事 項 及 び 良 好 な 景 観 の

形 成 に 関 す る 重 要 事 項 に つ い て 調 査 審 議 す る た め 、 亀 山 市 景 観 審

議 会 （ 以 下 「 審 議 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。  



２  審 議 会 は 、 委 員 １ ３ 人 以 内 で 組 織 す る 。  

３  委 員 は 、 学 識 経 験 を 有 す る 者 そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 者 の う

ち か ら 、 市 長 が 任 命 す る 。  

４  委 員 の 任 期 は 、 ２ 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前

任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

５  委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。  

６  審 議 会 は 、 そ の 定 め る と こ ろ に よ り 、 部 会 を 置 く こ と が で き る 。  

７  審 議 会 は 、 第 １ ０ 条 及 び 第 １ ３ 条 の 規 定 に つ い て は 、 こ れ ら を

専 門 に 調 査 審 議 す る 部 会 の 議 決 を も っ て 審 議 会 の 議 決 と す る こ と

が で き る 。  

８  審 議 会 及 び 部 会 は 、 調 査 審 議 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き

は 、 委 員 以 外 の 者 の 出 席 を 求 め 、 そ の 意 見 若 し く は 説 明 を 聴 き 、

又 は 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。  

９  前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 審 議 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要

な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

（ 委 任 ）  

第 １ ６ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必

要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 ２ ５ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 ま で に 、

三 重 県 景 観 づ く り 条 例 （ 平 成 １ ９ 年 三 重 県 条 例 第 ６ ６ 号 ） の 規 定

に よ り な さ れ た 処 分 、 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 条 例 の 相 当 規 定

に よ り な さ れ た も の と み な す 。  

３  三 重 県 景 観 づ く り 条 例 に 基 づ く 景 観 計 画 は 、 施 行 日 か ら 第 ６ 条

の 規 定 に よ り 定 め る 景 観 計 画 の 効 力 が 生 じ る 日 の 前 日 ま で の 間 は 、

同 条 の 規 定 に よ り 定 め た 景 観 計 画 と み な す 。  



（ 亀 山 市 委 員 会 の 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 の 一 部

改 正 ）  

４  亀 山 市 委 員 会 の 委 員 等 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 （ 平 成

１ ７ 年 亀 山 市 条 例 第 ３ ８ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

   別 表 退 職 手 当 審 査 会 委 員 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。  

亀 山 市 景 観 審 議 会 委 員  日 額  ７ ， １ ０ ０ 円  

（ 亀 山 市 環 境 保 全 条 例 の 一 部 改 正 ）  

５  亀 山 市 環 境 保 全 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 亀 山 市 条 例 第 １ ０ ５ 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

   第 ２ 条 中 第 ６ 号 を 削 り 、 第 ７ 号 を 第 ６ 号 と す る 。  


